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はじめに
2007年10月3日に北海道網走市沖で採集され，

北海道大学総合博物館（HUMZ）に所蔵された1

個体のアカエイ科魚類を分類学的に調査した結
果，ホシエイDasyatis matsubarai Miyosi, 1939と同
定された．本種はピョートル大帝湾，韓国，ハワ
イなどの亜寒帯から温帯の西部太平洋に分布し，
日本周辺海域では主に北海道南部から本州北部
にかけて報告されている（Nishida & Nakaya 1990; 

Sokolovskaya et al. 1998; 青沼・吉野 2000; 前田・筒
井 2003; Kim et al. 2005; Mundy 2005）．斜里町立知
床博物館（2003）は本種を「知床半島および沿岸域
で確認された魚類リスト」の中で報告したが，同
定の根拠となる分類学的記載や標本の所在などを
示さなかった．そこで，本報告は北海道網走市沖
から採集されたホシエイを分類学的に記載し，オ
ホーツク海からの標本に基づいた初めての記録と
して報告する．

計数および計測方法
計数および計測は主にNishida & Nakaya（1988）

に従ったが，それに加え第2から第4の鰓孔長およ
び鰓孔間隔幅も計測した．なお，計測はノギスお
よびメジャーを用いて1 mm単位まで計測した．
また，本標本は尾部が破損しているうえ，口が

堅く閉じて内部が見られないため，アカエイ科魚
類の同定に重要な分類形質である尾部の皮摺，尾
部背面に位置する棘の大きさや数，下顎の歯列数
および下顎口腔内の皮弁数を観察できず同定に用
いることができなかった．

標本
1個体，♀，HUMZ 209188，体盤幅1,210 mm，
北海道網走市沖，2007日10月3日（図）．

記載
上顎の歯列数38，螺旋弁回転数24．体盤幅に
対する各部位の百分率（％）を以下に記す：体盤長
86.4，頭長29.2，眼径2.8，両眼間隔幅16.0，噴水
孔径7.0，噴水孔間隔幅16.5，眼前吻長20.7，口前
吻長17.6，鼻孔間隔幅9.8，鼻弁長4.9，口幅10.1，
第一鰓孔径3.6，第2鰓孔径3.5，第3鰓孔径3.9，第
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4鰓孔径3.6，第5鰓孔径2.2，第1鰓孔間隔幅22.4，
第2鰓孔間隔幅21.6，第3鰓孔間隔幅19.9，第4鰓
孔間隔幅18.0，第5鰓孔間隔幅15.8；総排出腔前長
77.5；総排出腔後端から腹鰭先端までの長さ20.3，
尾高6.0，尾幅9.5．
体は強く縦扁し，ひし形状を呈する．体高は高

く，体盤中央部で最も高くなる．体盤は幅広く，
体盤幅は体盤長の1.16倍である．噴水孔より前の
体盤縁辺はほぼ直線的であり，噴水孔以後の体盤
縁辺は緩やかに湾曲し，尾部の基部付近で体盤縁
辺は前方に湾曲する．体盤幅は噴水孔後端の位置
で最大である．頭鰭は無い．吻端は鈍い．吻は短
く，眼前吻長は頭長の0.71倍である．眼は小さく，

眼径は両眼間隔幅の0.18倍である．噴水孔は眼の
すぐ後方に位置し大きく，噴水孔径は眼径の2.50

倍である．体盤腹面の前部には多数の感覚孔が開
口する．鼻孔，口，外鰓孔および総排出腔は体盤
腹面に位置する．鼻孔は眼の水準よりはるか前方
に位置する．鼻弁は長く，鼻弁長は鼻孔間隔幅の
0.50倍である．鼻弁後縁は中央部で凹み，その縁
辺には1列の小皮弁が多数並ぶ．口は鼻弁末端の
後方に位置し，眼の水準より前方に位置する．口
はわずかに歪曲し，口幅は鼻孔間隔幅とほぼ同長
である．鰓孔は5対あり，鰓孔間隔幅は後方にい
くほど緩やかに狭くなる．鰓孔は小さく，第3鰓
孔で最大となる．第5鰓孔間の後方に1本の横列

図．ホシエイDasyatis matsubarai，HUMZ 209188，体盤幅1,210 mm，北海道網走市沖，2007年10月3日．
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溝がある．腹鰭は長方形状を呈し，緩やかに角ば
る．総排出腔後端から腹鰭先端までの長さは尾幅
の2.14倍である．尾部の基部は細く，やや縦扁す
る．
体には鱗をもたず，一様に滑らかである．吻端

の背面に軟骨質の隆起をもつ．体盤背面の吻端か
ら眼隔域にかけて7つの小棘がある．体盤背面の
躯幹部の正中線上に小さな棘が間隔を開けて1列
に並ぶ．左右の胸鰭中央部に肥大棘をもたない．
尾部の背面に3列の小さな棘がある．
カラー写真に基づく生鮮時の色彩は，体盤，腹

鰭および尾部の基部背面は一様に暗褐色であり，
胸鰭の基底に感覚孔を伴う多数の白色小斑が1列
に分布する．体盤，腹鰭および尾部の基部腹面は
白色で，口の周囲，胸鰭縁辺および腹鰭後縁は暗
褐色を呈する．10%ホルマリン固定後の色彩は生
鮮時に比べやや淡くなるが大きな変化はない．

分布
日本からは太平洋側では日向灘，伊勢湾，遠州
灘，鹿島灘，三陸沖，下北半島東岸および噴火湾
に，日本海側では新潟県沖から積丹半島以南に，オ
ホーツク海では網走市沖に分布する（丸山 1971; 

上野 1971; Amaoka et al. 1989; Nishida & Nakaya 

1990; 本間 1992; 野村・塩垣 1992; 青沼・吉野 2000; 

舟橋ら2001; 前田・筒井 2003; 中島 2007; 本研究）．
また海外からはピョートル大帝湾，韓国およびハ
ワイに分布する（Sokolovskaya et al. 1998; Kim et al. 

2005; Mundy 2005）．

備考
本標本は体が強く縦扁し，ひし形状を呈する，
体高が高く，体盤中央部で最も高くなる，頭鰭が
無い，体盤幅が体盤長の1.16倍である，吻端は鈍
い，吻は短く，眼前吻長は頭長の0.71倍である，
鰓孔が5対あり，鰓孔間隔幅は後方にいくほど緩
やかに狭くなる，尾部が細い，体に鱗が無い，左
右の胸鰭中央部に肥大棘をもたないなどでアカエ
イ科Dasyatidaeアカエイ属Dasyatis Rafinesque 1810 

に属する（Nishida & Nakaya 1990; Compagno 1999; 

Compagno & Last 1999; Last & Compagno 1999; 

McEachran & de Carvalho 2003）．本属には約40有
効種が知られており，本標本は第5鰓孔間の後方
に1本の横列溝があることで本属魚類のうちホシ
エイおよびD. hypostigmaに類似する（Santos & de 

Carvalho 2004）．本標本は体盤背面の躯幹部の正中
線上に1列の小さな棘がある，尾部の背面に3列の
小さい棘をもつ，胸鰭の基底に感覚孔を伴う白色
小斑が分布するなどでSantos & de Carvalho（2004）
が示したホシエイの記載とよく一致する．また，
その他の計数および計測値もNishida & Nakaya

（1990）やSantos & de Carvalho（2004）などが示し
たホシエイの値とよく一致する．よって，本研究
では本標本をホシエイと同定した．
アカエイ属魚類は日本周辺海域から11種が知

られている（青沼・吉野2000）．本属魚類の日本
における分布は多くの種で南日本の亜熱帯から温
帯である．北日本からはアカエイD. akajei，ヤッ
コエイD. kuhlii，ウシエイD. ushiei，カラスエイ
D. violaceaおよびホシエイの5種が報告されてい
る（上野1971; 野村・塩垣1992; 青沼・吉野2000; 

前田・筒井2003）．太平洋側ではウシエイは下北
半島沖が北限記録であるのに対し，その他4種は
北海道沖が北限記録である（Amaoka et al. 1989; 野
村・塩垣1992; 前田・筒井2003）．日本海ではアカ
エイ，ウシエイおよびヤッコエイは積丹半島以南
に，ホシエイは新潟県沖に分布しており，カラス
エイに関しては報告例を確認できなかった（上野
1971; 本間1992）．オホーツク海ではアカエイとホ
シエイのみ報告がされている（上野1971; 前田・筒
井2003; 本研究）．
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